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�“広報やまがた”を廃刊いたします

�広報で見る「山方町」の５０年

�まちかどNOW

�「あなたの声２１」最終回

�読者に感謝の心を

�最終号によせて
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２００４．１０　広報やまがた （２）
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（３） 広報やまがた　２００４．１０
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年　
　
　

現
在
の
山
方
町
が
誕
生

３０
　

年
９
月　
「
山
方
町
報
」
第
１
号
を
発
行

３１
　
同　　

月　

水
郡
線
野
上
原
駅
・
中
舟
生
駅
開
設

１１

　
同　　

月　

山
方
中
学
校
校
舎
完
成

１２

　

年
８
月　

有
線
放
送
電
話
業
務
開
始

３２
　

年
４
月　

下
小
川
中
学
校
が
山
方
中
学
校
に
統
合

３４
　
同　
４
月　

西
野
内
小
学
校
が
山
方
小
学
校
に
統
合

　
同　
５
月　

町
長
選
挙
（
根
本
三
郎
氏
当
選
）

　

年
４
月　

区
制
施
行

３５
　

年
４
月　

山
方
小
学
校
野
上
分
校
が
野
上
小
学
校
に

３６

独
立

　
同　　

月　

役
場
支
所
（
諸
富
野
・
下
小
川
・
長
田
）が

１２

廃
止

　

年
３
月　

神
奉
地
町
営
住
宅
完
成

３７
　
同　
５
月　

野
上
小
学
校
校
舎
完
成

　
同　
６
月　

諸
富
野
小
学
校
校
舎
完
成

　

年
３
月　

久
隆
小
学
校
校
舎
完
成

３８
　
同　
４
月　

町
長
選
挙　

根
本
孫
次
氏
初
当
選

　
同　
７
月　
「
山
方
町
報
」を「
町
報
や
ま
が
た
」に
改
訂

　

年
４
月　

地
籍
調
査
に
着
手

３９
　
同　
９
月　

山
方
町
章
を
制
定

　

年
４
月　

塩
田
・
諸
富
野
・
山
方
中
学
校
を
統
合

４０
　

年　

月　

舟
生
・
西
野
内
地
区
圃
場
整
備
開
始

４１

１１

　

年
２
月　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
継
局
（
長
沢
）
開
局

４２
　

年
１
月　

農
村
集
団
電
話
が
開
通

４４
　
同　
２
月　

山
方
中
学
校
校
舎
・
体
育
館
完
成

　

年
５
月　

山
方
宿
駅
前
大
火　

棟
が
全
半
焼

４４

２０

　

年
３
月　

盛
金
小
学
校
校
舎
完
成

４５
　
同　
４
月　

県
立
山
方
商
業
高
校
開
校

（
旧
山
方
小
校
舎
使
用
）

　
同　
４
月　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
操
業
開
始
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２００４．１０　広報やまがた （４）

　

年
４
月　

山
方
町
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る

４６
　
同　　

月　

第
１
回
町
民
体
育
祭
を
開
催

１０

　

年
３
月　

小
貫
小
学
校
照
山
分
校
を
廃
止

４７
　
同　
５
月　

患
者
輸
送
車
み
ど
り
号
運
行
開
始

　
同　
７
月　

第
１
簡
易
水
道
が
竣
工

（
山
方
・
舟
生
・
西
野
内
）

　

年
２
月　

小
貫
小
学
校
校
舎
完
成

４８
　
同　
４
月　

野
上
保
育
園
開
設

　
同　
４
月　

大
宮
山
方
地
区
消
防
事
務
組
合
が
発
足

　
同　　

月　

国
道
舟
生
橋
・
県
道
小
貫
橋
・
盛
金
橋
が

１１

開
通

　

年
９
月　

山
方
町
中
央
公
民
館
完
成

４９
　
同　　

月　

第　

回
国
体
茨
城
大
会

１０

２９

（
山
方
町
は
山
岳
競
技
の
会
場
）

　
同　　

月　

第
２
簡
易
水
道
が
完
成
（
小
貫
・
野
上
・

１１

照
田
・
長
田
・
長
沢
）

　

年
４
月　

野
上
・
小
貫
に
町
営
住
宅
が
完
成

５０
　

年
３
月　

現
在
の
役
場
庁
舎
が
完
成

５１
　
同　
５
月　

昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
全
国
植
樹
祭
ご
臨

席
の
た
め
山
方
町
を
ご
視
察

　

年　

月　

照
山
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
が
完
成

５２

１１

　

年
３
月　

北
富
田
小
学
校
が
諸
富
野
小
学
校
に
統
合

５３
　
同　
３
月　

山
方
小
学
校
舟
生
分
校
校
舎
が
完
成

　
同　
４
月　

第
３
簡
易
水
道
が
完
成

（
家
和
楽
・
盛
金
・
諸
沢
・
北
富
田
）

　
同　
８
月　

皆
沢
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
が
完
成

　

年
２
月　

長
田
小
学
校
校
舎
改
築
が
完
成

５４
　
同　
４
月　

現
在
の
山
方
町
保
育
所
が
完
成

　
同　
８
月　

野
上
小
学
校
校
舎
改
築
が
完
成

　

年
３
月　

第
３
簡
易
水
道
を
拡
張
（
久
隆
）

５６
　

年
３
月　

町
営
野
球
場
が
完
成

５７
　
同　　

月　
「
町
報
や
ま
が
た
」
１
０
０
号
を
発
行

１２

　

年
２
月　

老
人
保
健
制
度
が
発
足

５８
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（５） 広報やまがた　２００４．１０

　
同　
３
月　

地
籍
調
査
事
業
が
完
了

　
同　
４
月　

町
長
選
挙　

根
本
嘉
朗
氏
が
初
当
選

　
同　
６
月　

町
民
憲
章
、
町
の
花
・
木
・
鳥
を
制
定

　
同　
６
月　

農
林
漁
家
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
（
神
奉
地
）

が
完
成

　

年
８
月　

第
１
回
「
あ
ゆ
の
里
ま
つ
り
」
を
開
催

５９
　

年
６
月　

つ
く
ば
科
学
万
博
で
「
山
方
町
の
日
」
が

６０

開
催
さ
れ
る

　
同　　

月　

山
方
町　

周
年
式
典
を
開
催
。根
本
保
氏
・

１１

３０

根
本
孫
次
氏
・
故
根
本
三
郎
氏
に
名
誉
町

民
の
称
号

　
同　　

月　

山
方
宿
駅
北
側
駐
車
場
・
歴
史
民
俗
資
料

１２

館
が
完
成

　

年
４
月　
「
町
報
や
ま
が
た
」
を
「
広
報
や
ま
が
た
」

６１

に
改
訂

　
同　　

月　

県
道
岩
井
橋
が
開
通

１１

　
同　　

月　

国
道
１
１
８
号
山
方
バ
イ
パ
ス
が
開
通

１２

　

年
６
月　

パ
ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
・
御
城
展
望
台
・

６３

清
流
公
園
が
完
成
オ
ー
プ
ン

　

年
１
月　

昭
和
天
皇
崩
御

６４�
�

元
年
１
月　

元
号
が
「
平
成
」
と
な
る

　
同　
２
月　

国
道
１
１
８
号
山
方
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

　
同　
３
月　

町
が
「
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
で
自
治
大

臣
表
彰

　
同　
３
月　

山
方
小
学
校
校
舎
改
築
が
完
成

　
同　　

月　

皇
太
子
殿
下
全
国
植
樹
祭
ご
臨
席
の
た
め

１０

山
方
町
視
察

３
年
３
月　

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で
各
区
に　

万
円
の

５０

助
成

　
同　
７
月　
「
広
報
や
ま
が
た
」
２
０
０
号
を
発
行

４
年
３
月　
（
財
）山
方
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
が
発
足
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２００４．１０　広報やまがた （６）

４
年
３
月　

雇
用
促
進
住
宅
「
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
」
が

完
成

　
同　
５
月　

山
方
御
城
太
鼓
の
会
が
発
足

　
同　　

月　

パ
ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

１１

ム
館
が
完
成

５
年　

月　

山
方
宿
駅
舎
を
改
築

１０

６
年
３
月　

パ
ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
森
林
科
学
館
が

完
成

７
年
３
月　

老
人
福
祉
施
設「
サ
ン
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
」が

完
成

　
同　
３
月　

野
上
小
学
校
東
側
校
舎
改
築
が
完
成

　
同　
３
月　

農
村
情
報
シ
ス
テ
ム
無
線
（
防
災
無
線
）

が
ス
タ
ー
ト

８
年
４
月　

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
山
方
町
が
写
真
の

部
入
選

　
同　
４
月　
「
広
報
や
ま
が
た
」
が
Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
４

版
に

　
同　
４
月　

久
隆
に
ヤ
マ
メ
・
カ
ジ
カ
・
ウ
グ
イ
の
養

魚
場
完
成

　
同　　

月　

諸
沢
で
温
泉
掘
削
工
事
開
始

１２

９
年
４
月　

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で「
広
報
や
ま
が
た
」

が
広
報
紙
町
村
Ⅱ
部
と
写
真
の
部
で
入
選

　
同　
４
月　

諸
沢
に
温
泉
が
湧
出
（
毎
分
１
６
０
㍑
、

湯
温
約　

度
）

４２

　

年
３
月　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
小
貫
に
新
築
オ
ー

１０

プ
ン

　
同　　

月　

第
１
回
や
ま
が
た
宿
芋
煮
会
を
開
催

１１

　

年
４
月　

町
長
選
挙　

三
次
真
一
郎
氏
初
当
選

１１
　
同　　

月　
「
広
報
や
ま
が
た
」
３
０
０
号
を
発
行

１１

　
同　　

月　

ミ
レ
ニ
ア
ム
記
念
祭
を
開
催

１２

　

年
２
月　

県
道
常
陸
太
田
烏
山
線（
西
野
内
〜
諸
沢
）

１２

開
通

　
同　
４
月　

す
こ
や
か
ラ
ン
ド
「
三
太
の
湯
」
が
オ
ー
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（７） 広報やまがた　２００４．１０

プ
ン

　
同　
４
月　

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で「
広
報
や
ま
が
た
」

が
広
報
紙
町
村
Ⅱ
部
で
特
選

　
同　
４
月　
「
お
お
み
や
広
域
聖
苑
」が
完
成
オ
ー
プ
ン

　
同　
９
月　
「
三
太
の
湯
」
入
館
者　

万
人
達
成

１０

　
同　　

月　

第
１
回
子
ど
も
議
会
を
開
催

１１

　

年
１
月　

学
校
再
編
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
書
が
提

１３

出
さ
れ
る

　

年
４
月　

西
野
内
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が

１４

完
成

　
同　
６
月　
「　

世
紀
の
森
」
第
１
回
植
樹
祭
を
開
催

２２

　
同　
７
月　

学
童
保
育
所
「
あ
げ
ひ
ば
り
」
が
開
所

　
同　　

月　
「
三
太
の
湯
」
入
館
者　

万
人
達
成

１１

５０

　
同　　

月　

町
村
合
併
推
進
協
議
会
（
任
意
）
を
設
置

１２

　

年
３
月　

西
・
東
金
砂
神
社
磯
出
大
祭
礼
が
挙
行
さ

１５

れ
る

　
同　
３
月　

学
校
再
編
に
よ
り
町
内
各
小
学
校
が
閉
校

　
同　
４
月　

新
生「
山
方
小
学
校
」「
山
方
南
小
学
校
」が

開
校

　
同　
４
月　

大
宮
町
・
山
方
町
・
美
和
村
・
緒
川
村
・

御
前
山
村
合
併
協
議
会
を
設
置

　

年
２
月　

山
方
小
学
校
・
山
方
南
小
学
校
の
校
章
・

１６

校
歌
を
制
定

　
同　
３
月　

大
宮
町
・
山
方
町
・
美
和
村
・
緒
川
村
・

御
前
山
村
合
併
協
定
調
印

　
同　
４
月　

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で「
広
報
や
ま
が
た
」

が
広
報
紙
町
村
Ⅱ
部
で
準
特
選

　
同　
６
月　
「
盛
金
Ｗ
Ａ
Ｃ
」
が
地
域
再
生
計
画
認
定

　
同　
７
月　

奥
久
慈
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
林
道（
諸
沢
線
）

開
通

　
同　　

月　
「
広
報
や
ま
が
た
」
最
終
号
（�
３
５
９
）

１０

発
行

　
同　　

月　
「
常
陸
大
宮
市
」
誕
生

１０
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（９） 広報やまがた　２００４．１０

　

茨
城
県
那
珂
郡
山
方
町
が
誕
生
し
た

の
は
戦
後
ま
も
な
い
、
昭
和　

年
９
月

22

１
日
で
し
た
。
町
制
施
行
後
の
昭
和　
30

年
に
町
村
合
併
を
し
、
翌
年
９
月　

日
15

に
『
山
方
町
報
』
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
に
山
方
町
の
実
状
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
真
に
明
る
い
町

づ
く
り
を
期
す
た
め
に
」
と
、
当
時
の

根
本
保
町
長
は
「
創
刊
の
辞
」
で
述
べ

て
お
ら
れ
ま
す
。
爾
来
、『
町
報
や
ま
が

た
』
か
ら
『
広
報
や
ま
が
た
』
に
名
称

を
変
え
今
回
で
３
５
９
号
と
な
り
ま
す

が
、
発
刊
の
主
旨
と
目
的
は
十
分
達
せ

ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

本
欄
を
振
り
返
り
ま
す
と
、　

世
紀

20

末
の　

月
号
で
「
あ
な
た
の
声
を
町
政

12

に
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ

い
」
と
予
告
し
、
新
世
紀
を
迎
え
た
平

成　

年
２
月
（
№
３
１
５
）
に
ス
タ
ー

13
ト
し
ま
し
た
。　

回
目
の
連
載
と
な
り

45

ま
す
。
他
の
市
町
村
広
報
に
は
見
ら
れ

な
い
新
企
画
で
し
た
が
、
投
稿
さ
れ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
成
立
し
な

い
参
加
型
な
の
で
、
不
安
と
心
配
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
杞
憂
に

終
わ
り
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

数
え
て
み
ま
す
と
、
老
若
男
女
、
延

べ
百
人
を
超
す
町
内
外
の
方
か
ら
ご
意

見
等
を
い
た
だ
き
、
延
べ　

件
に
答
え

52

て
き
ま
し
た
。
ご
指
摘
の
範
囲
は
多
岐

に
わ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
が
建
設
的
な
ご

意
見
で
し
た
。
中
に
は
議
会
等
に
関
す

る
難
問
も
あ
り
、
越
権
と
な
る
の
で
お

答
え
で
き
な
か
っ
た
件
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
学
童
保
育
等
ご
提
言
の
中
か
ら

実
現
で
き
た
も
の
も
あ
り
、
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
積
み
残
し
も
で
き
ま
し
た
。
今
後

の
課
題
と
し
て
、
新
市
の
行
政
の
中
で

解
決
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　
『
広
報
や
ま
が
た
』
も
「
町
長
が
答
え

る
『
あ
な
た
の
声　

』」
も
、
い
よ
い
よ

21

こ
れ
が
最
終
号
か
と
思
う
と
感
無
量
で

す
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
、
山
方
地
域
の

活
力
あ
る
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
筆
を 
擱 
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

お

す
。　

　

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

合
掌
低
頭

　

９
月
の
敬
老
の
日
の
行
事
と

し
て
、
町
か
ら　

歳
以
上
（
９

７７

月
１
日
現
在
）
の
お
年
寄
り
の

方
に
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
祝

い
金
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦
に
は
記
念
写
真
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

９
月
１
日
現
在
で
町
内
の　
７７

歳
以
上
の
方
は
、
１
、１
１
０

名
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
、　

組
の
方
々
で
し
た
。

２８

　

ま
た
、
町
内
で
の
男
女
最
高

齢
者
は
、
増
田
庄
一
さ
ん
（
大

字
山
方
・　

歳
）
と
後
藤
ふ
よ

９９

さ
ん
（
大
字
野
上
・
１
０
０
歳
）

で
町
長
か
ら
お
祝
い
を
お
渡
し

し
ま
し
た
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　町内の男女最高齢者　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

後藤　ふよさん
�大字野上����歳�

増田　庄一さん
�大字山方���歳�
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新人権擁護委員に
木�村��孝�吉氏

　人権擁護委員は、国民の基本的人権を
擁護し見守る、いわば民間人による人権
の番人です。
人権擁護委員は、町長が推薦して法務大
臣から委嘱されています。
　山方町の人権擁護委員は次の方々です。

●鹿島力男氏（大字山方696－1）
　　�57－2811
●鈴木泰全氏（大字山方658）
　　�57－6039
●木村孝吉氏（大字舟生84）
　　�57－3047

圷正敬氏の任期満了
に伴い、新しく人権
擁護委員に委嘱され
た木村孝吉氏



２００４２００４．．１０１０　広報やまがた広報やまがた （１０）（１０）

合　 計助　手　席運　転　席
調査日

着用率着用者数台数着用率着用者数台数着用率着用者数台数
90.8 247 272 86.5 32 37 91.5 215 235 ４月２３日
91.0 222 244 86.2 25 29 91.6 197 215 ５月１８日
88.7 251 283 71.4 20 28 90.6 231 255 ６月１５日
91.2 206 226 70.0 14 20 93.2 192 206 ７月１日
85.5 212 248 65.0 13 20 87.3 199 228 ８月２日
90.8 226 249 80.6 25 31 92.2 201 218 ９月１日

平成１６年（４月～９月）
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�５７－２１２１（代表）

（会計課分室兼務）

�５７－６８１３
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（農業委員会を含む）

�５７－６８１１

自治組織、地域審議会、各地域の地域づくり、消防団、防災、防災行
政無線、防犯、交通安全、県民交通災害共済、統計、旬報、本庁総合
支所間の連絡調整

庶 務 係

現金の出納・保管、市税の申告受付、市税の納税証明、納税貯蓄組合、
原動機付自転車等の登録、地籍図の閲覧、市税・国民健康保険税・介
護保検料・使用料・手数料等の収納

出納納税係市 民 課

総合案内、戸籍・住民登録、印鑑登録、外国人登録、埋火葬許可、自
動車臨時運行許可証、広域行政窓口サービス、諸証明書の交付、国民
健康保険、国民年金、老人保健医療、高額療養費、出産育児一時金、
医療福祉、環境保全、動物愛護、墓地、自然公園、小貫霊園

住 民 係

福祉健康課

患者輸送車、福祉バス、災害見舞金、生活保護、戦傷病者・戦没者遺
族援護、身体障害者・知的障害者・精神障害者福祉、高齢者福祉、介
護保険、児童手当、遺児弔慰金、母子家庭等児童福祉金、山方高齢者
コミュニティセンター、山方保育所

福 祉 係

健康診査、予防接種、感染症予防、老人保健、母子保健、精神保健、
乳幼児保健、母子健康手帳健康推進係

�５７－６８１２

農地法に係る申請受付、農業共済、森林保全、鳥獣保護、狩猟、林業、
水産、農林道整備・管理、農業用排水、土地改良事業、農産物等の加
工施設・販売施設、畜産経営、家畜防疫、病害虫の防除、商工業・労
働、観光・物産、観光施設、公園・緑地、温泉・源泉、淡水魚館・森
林科学館・ケビン村・御城展望台等、水ぐるま

農林商工係経 済 課

建 設 課 簡易水道、量水器の検査・検針、給水・管路台帳、取水場・浄水場・
送配水施設の維持管理、水源の汚染監視、水質検査水 道 係

農業集落排水事業、戸別浄化槽設置の設置・管理、受益者分担金等の
賦課徴収、浄化槽設置補助金下 水 係

道路・橋梁の新設・維持管理、河川・堤防関係、土木施設の災害復旧
工事、市道の維持管理、道路台帳の整備・保管、市営住宅、土地開発・
宅地分譲、建築確認、屋外広告物

土木建築係

教育事務所

幼稚園、奨学資金、教育行政相談、児童生徒の就学、学校施設、学校給食学校教育係

生涯学習の堆進、社会教育関係団体の指導・育成、社会教育施設の管
理、公民館運営、青少年健全育成、文化財保護、スポーツ振興、スポー
ツ施設の管理・運営、社会体育関係団体の指導・育成、学校体育施設
開放、スポーツ教室

生涯学習係

�５７－６８１７



（１１） 広報やまがた　２００４．１０

こんにちは　山方　Hello, Yamagata.
この１年間、大変に感謝しています。
For the past year I really appreciate living in yamagata.
さまざまな経験をしました。　I have experienced various things.
１番目は、友達ができました。　First, I have made many friends.
２番目は、自然に住んでいます。　Second, Living in nature.
３番目は、太鼓が上手になりました。　Third, Becoming good at Taiko drums.
４番目は、「あゆの里まつり」に参加しました。
Fourth, I participated in the summer festival.
５番目は、カルチャープラザで生徒の英語がだんだん上手になりました。
Fifth, At the Culture plaza the students are improving their English!
あきらめてはなりません。　Never give up.
最後に、山方での経験は私の一生の宝物です。
Finally, For the rest of my life, I will treasure my experience in yamagata.

Appreciation
感謝する
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●肥満予防の生活術　　　　　
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やせ１８．５未満
正常域１８．５以上２５．０未満

肥満（Ⅰ度）２５．０以上３０．０未満
肥満（Ⅱ度）３０．０以上３５．０未満
肥満（Ⅲ度）３５．０以上４０．０未満
肥満（Ⅳ度）４０．０以上

●適正体重とＢＭＩ（肥満度）の出し方：

保健福祉課

�５７－６８１２
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２００４２００４．．１０１０　広報やまがた広報やまがた （１２）（１２）

最
終
号
に
よ
せ
て

金
子

理
一
郎

　

新
村
出
編「
広
辞
苑
」（
岩
波
書
店
）に

は
、「
こ
も
ん
じ
ょ
」【
古
文
書
】　

過

去
の
時
代
の
資
料
と
な
る
古
い
文
書
。

差
出
人
、
受
取
人
、
用
件
、
日
付
な
ど

を
備
え
た
公
文
書
、
私
文
書
を
い
い
、

古
記
録
と
共
に
最
も
重
要
」
と
あ
り
、

日
記
、
覚
え
書
や
系
図
な
ど
は
含
ま
れ

な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
古
文
書

の
場
合
は
、
古
記
録
を
含
め
て
そ
れ
ら

の
書
き
残
さ
れ
た
も
の
を
古
文
書
と
呼

ん
で
い
る
。

　

こ
れ
は
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

広
報
や
ま
が
た
二
月
号
（
二
〇
七
号
）

に
初
め
て
掲
載
し
た
「
町
の
古
文
書

（
１
）」
の
書
き
出
し
の
文
で
あ
る
。

最
初
は
身
近
な
と
こ
ろ
の
「
検
地
帳
」

「
年
貢
割
付
帳
」
か
ら
取
り
上
げ
た
。

　

平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
五
月
号

で
一
〇
〇
回
目
と
な
り
、
更
に
、
今
年

の
九
月
号
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
通
算
一
五
二
回
、
一
二

年
八
ヵ
月
の
長
き
に
亘
っ
て
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
月
の
よ
う
に
締
切
日
に
追
わ
れ
、

こ
の
よ
う
に
継
続
で
き
た
こ
と
は
、
多

く
の
方
々
の
ご
援
助
の
お
か
げ
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
し
て
も
固
い
内
容
に
な
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
読

ん
で
く
だ
さ
る
か
が
心
配
で
し
た
が
、

興
味
を
も
っ
て
読
ん
で
い
る
の
で
続
け

て
ほ
し
い
と
の
励
ま
し
や
、
ご
質
問
、

ご
意
見
な
ど
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
力

強
い
後
押
し
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
家
伝

来
の
貴
重
な
資
料
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
さ
ん
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

い
つ
か
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
終
了

す
る
こ
と
に
な
る
の
は
予
想
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
と
き
は
、「
山
方
の

古
文
書
」
と
で
も
題
し
て
ま
と
め
た
も

の
を
つ
く
り
た
い
と
は
考
え
て
お
り
ま

し
た
が
、
不
勉
強
の
た
め
に
間
に
合
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
の
こ
と
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
広
報
へ
の
掲
載
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
公
民
館
の
講
座
等
を

通
し
て
古
文
書
と
の
か
か
わ
り
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
者
に
感
謝
の
心
を

堀
江

文
男

　

語
り
つ
ぎ
た
い
奥
久
慈
の
秘
話
の
資

料
を
収
集
し
て
、す
で
に
五
十
有
余
年
、

先
人
達
が
語
り
残
し
て
下
さ
っ
た
多
く

の
お
話
が
、
ま
さ
に
消
滅
の
憂
き
目
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
に
わ
た
り
、「
広
報
や
ま
が

た
」
の
貴
重
な
一
ペ
ー
ジ
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
町
当
局
と
、
ご
愛
読
下
さ
っ

た
町
民
の
皆
さ
ん
に
深
甚
な
感
謝
の
念

を
捧
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
お
話

を
独
特
な
語
り
で
、
資
料
の
原
点
を
与

え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
礼

の
こ
と
ば
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
お
話
を
読
ん
で
、
町
民
を

は
じ
め
、
多
く
の
読
者
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
や
ご
感
想
、
ご
指
導
な
ど

を
い
た
だ
き
、
大
き
い
宝
と
な
り
ま
し

た
。
町
外
の
方
々
か
ら
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
広
報
を
読
み
、
感
想
を
下

さ
っ
た
方
々
、
山
方
町
の
古
き
よ
き
時

代
と
と
も
に
、
故
郷
を
見
つ
め
な
お
さ

れ
た
様
子
や
自
分
の
お
か
れ
る
現
状
を

見
つ
め
な
お
さ
れ
た
お
こ
と
ば
に
感
動

し
ま
し
た
。

　

人
に
認
め
ら
れ
よ
う
と
か
、
人
に
褒

め
ら
れ
よ
う
な
ど
の
意
識
は
毛
頭
な

く
、
た
だ
、「
先
達
の
残
さ
れ
た
貴
重

な
精
神
文
化
の
灯
を
消
し
て
は
な
ら
な

い
」
の
一
念
に
燃
え
、
先
達
の
こ
の
す

ば
ら
し
い
秘
話
の
も
つ
意
義
を
後
世
に

残
す
べ
く
精
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

十
月
十
六
日
よ
り
「
常
陸
大
宮
市
」

が
誕
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
広
報
や
ま

が
た
」
も
最
終
号
と
か
、
広
報
に
掲
載

さ
れ
な
か
っ
た
お
話
も
あ
り
ま
す
が
、

民
話
の
里
、
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
「
三
太

の
湯
」
の
命
名
、
二
十
二
世
紀
の
森
近

く
「
三
太
の
像
」
の
建
立
、
町
内
民
話

愛
好
者
に
よ
る
語
り
、民
話
と
人
形
劇
、

読
み
聞
か
せ
の
会
、
紙
芝
居
化
な
ど
の

活
動
な
ど
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫

へ
と
こ
れ
ら
の
話
を
語
り
な
が
ら
、
心

の
癒
し
を
つ
な
い
で
下
さ
っ
て
い
る
姿

に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

長
い
間
の
ご
愛
読
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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戸

籍

の

窓

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
９
月
届
出
分
）

集
落
名 　
　
　
　

氏　

名　
　
 
保
護
者

東
和
田（
山
方
）　 
堀  
江 　
 
奏  
那 　

和
仁

ほ
り 

え 

そ 

な

羽
場
前
第
一（
野
上
）　
 
小  
森 　
 
未  
姫 　
敬
太
郎

こ 

も
り 

み 

き

荒　

屋（
長
田
）　 
金  
子 　
 
夕  
花 　

靖
幸

か
ね 

こ 

ゆ
う 

か

新　

道（
山
方
）　 
中  
島 　
 
悠 
稀
   
　

忍

な
か 
じ
ま 

ゆ
う 

き

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
９
月
届
出
分
）

集
落
名 　
　
　
　

氏　

名 　
　
　

年
齢

台
後
２（
山
方
）　

鈴
木　

と
み　
　

歳
８６

畑　

中（
照
田
）　�
池　

光
代　
　

歳
６７

穴　

城（
盛
金
）　

石
井　

房
義　
　

歳
９０

栄　

坪（
舟
生
）　

神
長　

照
子　
　

歳
７３

堂
ノ
上（
西
野
内
）　

古
川　

ハ
ツ　
　

歳
９０

山
方
町
俳
句
ク
ラ
ブ
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山
縣
氏
は
１
３
０
０
年
代
前
半
（
建
武
の
中
興
頃
カ
）
に
山
方
の
地
頭

と
し
美
濃
国
山
県
郷
か
ら
来
住
、
所
縁
あ
る
佐
竹
氏
に
従
い
「
地
の
譜
代
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
佐
竹
氏
の
内
部
抗
争
（
山
入
の
乱
、

１
４
０
７
年
〜
約
百
年
間
）
で
は
反
宗
家
の
支
族
山
入
側
で
戦
い
（
山
縣

海
天
）
敗
れ
て
お
り
、
後
裔
の
殆
ど
は
帰
農
、
秋
田
国
替
え
（
１
６
０
２

年
）
に
同
行
し
た
の
は
２
家
の
み
で
し
た
。

　

偶
然
が
重
な
り
ま
す
が
、
両
氏
共
に
美
濃
国
山
県
郷
（
＝
山
方
）
に
関

わ
つ
て
い
ま
し
た
。
山
方
盛
利
は
１
４
０
７
年　

歳
の
時
、
滿
７
歳
の
上

２６

杉
竜
保
丸
（
後
佐
竹
十
三
代
の
義
憲
）
の
付
き
人
と
し
て
太
田
に
き
て
い

ま
す
。
１
４
７
８
年
海
天
の
子
（
又
は
孫
）
の
時
に
山
縣
氏
は
金
砂
の
利

員
に
移
さ
れ
、
山
方
俊
則
・
俊
治
親
子
は
、
山
方
に
地
行
地
を
得
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら　

年
後
の
１
４
９
０
年
政
義
（
６
歳
）
の
佐
竹
東
家
が
創

１２

ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
山
方
氏
は
佐
竹
各
家
に
仕
え
繁
栄
、
秋
田
同
行

は
十
一
家
で
、
い
ま
に
部
田
野
で
山
方
本
家
と
呼
ば
れ
る
大
和
守
の
家
の

み
残
留
し
ま
し
た
。

山
縣
氏
�
山
方
町
の
歴
史
展
よ
り
②
�

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

９
月
号
掲
載
の「
戸
籍
の
窓
」（
８
月
出
生
分
）に
次
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤　

…　

篠
の
沢（
野
上
）木
村
幸
星　
（
保
護
者
）健
次

　
　
　
　

篠
の
沢（
野
上
）木
村
杏
夏　
（
保
護
者
）健
次

正　

…　

篠
の
沢（
野
上
）木
村
幸
星　
（
保
護
者
）英
雄

　
　
　
　

篠
の
沢（
野
上
）木
村
杏
夏　
（
保
護
者
）英
雄

・石核石器（駒形平出土・瀬尾繁喜氏贈）
・弥生式土器（中台出土・高村正美氏提供）
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木村　 知 世   　ちゃん （Ｈ16.5.5生）
とも よ

（大字盛金）
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健康でのびのび育ってね。
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太田人権擁護委員協議会主催
「小学生を対象とする人権書道作品」最優秀賞

山方小学校　６年
細貝　紀満くん




